
（別紙３）

～ 2026年2月28日

（対象者数） ５名 （回答者数） ５名

～ 2026年1月31日

（対象者数） ５名 （回答者数） ５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

強度行動障害児の対応（環境の構造化）も進めるが、その他

利用する全児童が戸惑わずに自らアクションを起こすことが

できるようにしていく。

2

放課後等デイサービスに所属する児童同様のメニューを「小

さいからできないのでは？」ではなく「どう工夫したらでき

るのか」を考え児童発達支援のプログラムに変化させてい

く。

3

地域の中で取り残される児童がいないように法人の方針にも

沿い、それらを踏まえた支援を児童だけでなく、保護者支援

にも広げ展開していく。　　　　　　　　　　　　　昼食を

通し「食育」の観点からの療育にも取り組みたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所の特色や強味を広く知ってもらうための手段として

SNSの活用を進める。その他紙媒体も活用、パンフレットや

お便りも各機関に配布し地域の方々に幅広く知ってもらうこ

とが大事。

2

障がい等の区別なく関わることは言うまでもないが、まずは

近隣のお出かけなどから地域のこどもたちと触れ合えるよう

にしていく。時間が十分に確保できない場合はどう対応する

のかなど考え短時間でもできることを探していく。

3

職員のスキルアップを図るため、自治体や近隣の事業所で実

施される研修に参加することはもちろん、要望があれば外部

研修などにも参加していけるように配慮していく。

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　がじゅまる（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 2026年2月1日

○保護者評価有効回答数

2026年1月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

人員配置基準を満たしているものの、相対的に児童発達支

援・放課後等デイサービスでの経験者が少ない。

新規事業所を立ち上げたばかりで、外部研修などの機会が少

ない。もっと踏み込んだ内容の研修会に参加ができればと思

う。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

情報発信不足（SNS等）。 ホームページはあるものの事業所の紹介のみにとどまってい

る。またインスタグラムは開設したもののまだ機能しきれて

いない。

地域でこどもたちと接する機会はあるものの深く交流するこ

とがない。

外遊びや外出などの際には、地域のこどもたちとその場の共

有はおこなうが、「交流」と言う観点ではやれているとは言

い難い。また、利用時間の関係で時間がとれない時がある。

強度行動障害実践研修終了者2名、基礎研修終了1名を配置し

ている。スケジュール説明時などは絵カードや文字、表など

各人がわかりやすい方法（視覚的支援）を整えている。

強度行動障害児の支援はもちろん、新規で利用する児童には

その場所がどの目的で使用するのかなどを示す貼り紙やスケ

ジュールを示す絵カードの活用、コミュニケーションツール

として臨機応変にホワイトボード（携帯できるサイズ）を使

用し決まったイラストだけでなく、文字も活用しながら支援

している。

地域の公共機関の利用など低年齢からおこなっている。 事業所内での療育や活動にとどまらず、地域の公共機関の利

用を低年齢からおこなう。そうすることで自然とマナーや

ルールがあることを知り、それらを守ることが大事であると

いうことを意識してもらっている。「経験」がなく次へのス

テップができない児童が多くいる中で「経験」の積み重ねを

し自立への一歩とする。

同一法人（小規模保育事業施設A型）とも連携しながら児童

の受け入れをしている。

法人とも連携しながら、家庭の事情で地域で受け入れが困難

なこどもの受け入れも行っている。児童に関わる様々な機関

とも情報を共有しながら支援をしている。　　　　　　ま

た、昼食に至っては、出来立てのがじゅまる保育園手作りの

無添加給食を提供している。

事業所における自己評価総括表公表


